A Study of Electric Power Quality in Power System with Distributed Generation by 岩瀬, 功尚 et al.
愛知工業大学研究報告          












Yoshinao Iwase, Kazuto Yukita, Yasuyuki Goto, Akiteru Ueda, Katsuhiro Ichiyanagi 
Takashi Takeda, Keiichi Hirose, Hideyuki Murai, Hiroo Konishi 
Yoshiaki Okui, Nariaki Kimura 
 
Abstract This paper describes the electric power quality on the electric power system with 
distributed generation. In this paper, the distributed generation is a photovoltaic 
generation. The electric power quality of the building in the university is investigated. 
Then, the majority of the load is a lighting load. The electric power quality compared 
the frequency change, the voltage change, and the harmonic component.  













































本論文で用いたモデル系統を図 1 と図 2 に示す。図 1
は太陽光パネルの外形であり，京セラ製のパネル 1 枚
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167W を 60 枚使用し，最大出力 10kW である。このパネ
ルから，30m を直流にて送電し，パワーコンディショナ
ーを介し系統連系を実施している。 
















月 16 日，2007 年 6 月 20 日の共に晴天の平日である。こ
のとき 5 月 16 日は，12 号館の電力負荷を太陽光発電の
発電量よりも軽負荷として，上位の系統へ余剰電力を送













図 2. 系統構成図 
 
表１. 12 号館の負荷 
 Power Consumption [kW] 
Fluor Lamps 18.29 
Metal Halide Lamps 2.66 
Air Conditioners 40.50 
Display (TV) 2.51 
Projector 1.54 
Personal Computer 5.44 
LAN Hub 0.42 
Elevator 3.50 
Machine Tolls 1.00 





計測結果として図 3 と図 4 に周波数変動特性を示す。
表 2 に図 3 と図 4 の数値を各々示す。図 3 の上位系統へ
給電しているとき（5 月 16 日）は，60.128Hz から 59.934Hz
間で変動しており，平均周波数 59.981Hz であった。図 4
の不足電力を商用から給電している時（6 月 20 日）は，
60.128Hz から 59.915Hz 間で変動しており，平均周波数
59.981Hz であった。また，60Hz からどれくらい誤差が












































表 2. 周波数変動の比較 



















計測結果として，図 5，図 6 に電圧変動を示す。表 3
に図 5，図 6 の数値を各々示す。図 5 の 5 月 16 日は，
211.79V から 206.54V 間で変動しており，平均電圧
208.92V であった。平均電圧との誤差をみると 0.65%で
あった。また，202V からどれくらい誤差が生じたかみる






また，図 7，図 8 に負荷変動，図 9，図 10 に太陽光発








表 3. 電圧変動の比較 








































































































































めている。5 月 16 日の高調波電圧を図 11，高調波電流を
図 12 に各々示す。それぞれの図には，第 3 次高調波，第
5 次高調波，第 7 次高調波成分を示す。 
n 次高調波電圧を Vn，基本波電圧を V1，ｎ次高調波




























ITHD  ................................ (4) 
高調波電圧含有率，高調波電流含有率を図 13，図 14
に示す。総合高調波電圧歪み率 THDVを図 15 に，総合高
調波電流歪み率 THDIを図 16 に示す。総合高調波電圧歪
み率 THDVは平均で U 相 1.74%，V 相 1.55%，W 相 1.75%

































































































































図 16. 高調波電流歪み率 
 
相 9.67%，V 相 14.59%，W 相 10.16%であった。高調波
電圧，高調波電流，高調波含有率，総合高調波歪み率，














その結果，周波数変動は，5 月 16 日は 60.128Hz から
59.934Hz 間で，6 月 20 日は，60.128Hz から 59.915Hz 間
で変動している。また，電圧変動は，5 月 16 日は，211.79V
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